


















































































































































































































































































































































































偶であるかにあるゆeid.(!a evi TlVl navταμEτ(!eI<σθαl，.)。この場合，すべてのも
のを計量する「ある一つのもの」とは，貨幣のことを指すのであろう。しかし
その後に続く文では，この「一つのものJとは， ["本当は」 τfiμEvdλeDeIc.， 
あらゆる場合を包むところの「必要Jχ(]eIaであると述べているのである
(τo針。 δ'おτi噌 μE:vaAeDeIC1.，骨χ(!eIlα，号 navτα avvEχel，)31)。あるいは後の憧所
でも同様に， ["かくも著しい差異のあるいろいろのものが通約的となるとい
うことは，本当は不可能なのであるが，需要ということへの関係から充分に
可能となるJ(τ万戸voi5v aAηDeIC1. adのατovτdτoσoiiτovδtα戸(!OVTaOtI.μμEτQα 






















































































































































ゆえに， CとDは小文字の cとdで記す方が適切であろう 45)。以上のこと
を図示すれば次のように描ける。
大工 A c家屋(1)


















































ある。それゆえに，座標軸を設定し， AとBをx軸に， c と d~y軸にとれ
ば，三角形OAcと三角形OBdとは相似形をなす。 A対Bの比はc対dの




















ぞれの価格とすれば，対角鰻的な組み合わせは， ACl車干の家屋の価格): B (l足
の靴の価格)=d (交換される靴の量): c (交換される家屋の最)というふうに置き換
えうる。そうするとこの等式は反比例関係であることが分かる。 Ac口 Bdで
あるから， Aの価格が高くなればなるほど， Aが提供する cの量は少なくな













































































































































































































































































































































































































































































































目 B甘 名誉や財貨を公民間に 不正に対する応報(摂 異なる財を等価に調整
価値に応じて配分 害賠償による) したうえで交換
「等」の確 幾何学的(正)比例:等 -算術的比例(人物の 幾何学的(反)比例(質






数学約比草食 大小柏似の三角形の比 2耳立な持つ線分 秤の釣り合い
A:B=c:d ( r中Jは線分を二等分 u支点」は線分の主主ん
する所にある) 中にはない)
主な適用領 行政領域一一 民事・刑事司法領域一一 経済領域一一
t或 宮「職Jの配分 裁判による権利保護 分「業J体制の維持
あるいは秩序保護
社会関係の ヒエラノレキー約(ただ 自由人間士は水平関 友誼に基づく水平関係
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